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平 成 ３０年度  事 業 計 画（案） 

Ⅰ 運営方針 

  平成 30 年度は医療と介護の報酬が同時改訂となり、補装具費支給制度においても

所要の改定が実施されたところである。補装具費支給制度においては本年度より購

入を原則としつつ、新たに借受けが導入されることになっている。 

このように私共を取り巻く環境や制度が変化して行く中で、身体に障害を持つ人の

日常生活や社会生活を支援していくため、より良質で適切な補装具の提供に努めると

ともに、各種セミナー等を通して知識や技術を高め、会員が共通の理解と認識のもと

に倫理観を高く持ち、相互に連携をして業界の発展に努め、もって我が国の医療・福

祉の向上に寄与していくことを運営方針とする。 

 

Ⅱ 事業計画    

  協会の活動は、分野ごとに委員会を設けて行うこととしており、平成 30 年度は、

それぞれ次の事業を行うものとする。 

１専門委員会の活動  
１）研修委員会関係 

(1) セミナーの開催 

①補装具製作事業者管理者等セミナーの実施 

国立障害者リハビリテーションセンターによる「補装具製作事業者管理者研修会」

に共催事業として実施する。 

     ・時 期   平成 30 年 7 月 13 日（金）～14 日（土） 

・場  所   国立障害者リハビリテーションセンター 

･ 参加者数    50 名（予定） 

 

   ②靴型装具製作者認定セミナーの実施 

   国立障害者リハビリテーションセンターの協力を得、靴型装具製作者認定セミ

ナーを実施する。 

・時 期   平成 31 年 2 月 22（金）～24 日（日） (予定) 

・場  所   国立障害者リハビリテーションセンター 

・参加者数    50 名（予定） 

・後  援      厚生労働省(予定)  （公財）テクノエイド協会（予定） 

 

 



(2) 支部開催セミナー等支部活動の支援 

         各支部が行う各種セミナー等への助成等支部活動の支援 

 

 

２）補装具委員会関係 

   (1)  補装具の適正価格制定等のための各種取り組み 

(2)  国立障害者リハビリテーションセンター研究所が実施する調査研究事業

への協力 

 

 

 ３）治療用装具特別委員会関係   

    (1) 国の社会保障審議会医療保険部会「治療用装具療養費検討専門委員会」

への参加 

(2） 治療用装具に関する各種データの収集 

(3) 治療用装具療養費検討委員会の審議状況等の会員への周知・伝達 

 

 

４）広報委員会関係 

(1) 協会誌の発行 年 4回（4 月、7 月、10 月、1月）・編集委員会の開催 

(2)  義肢装具士資格制度に係る啓蒙・普及に関する取り組み 

   ・「義肢装具士之証」の交付 

・義肢装具製作に関するリーフレットの作成・配付 

(3)  新会員入会促進の取り組み(支部長等連絡協議会と連携) 

(4)  ホームページの運営管理等 

 

 

５）倫理委員会関係 

     倫理綱領の周知・啓発等 

 

 

   ６）支部長等連絡協議会関係 

支部長・副支部長は各支部の現状等について情報を共有するとともに、それ

ぞれの支部の実情等をふまえて、理事会及び執行役員会への提言や協議議案

の提案等を行うことにより、協会が行う事業について一層の活性化・効率化

を図る。 

 

 

 



２「日本義肢協会賠償責任保険制度」事業の実施 

製造物責任法に基づき、従来から実施している賠償責任保険（団体保険） 

「日本義肢協会賠償責任保険制度」について、会員事業者の経営の安定化、賠

償資力確保等を図るため、前年度に引き続き本事業を実施する。 

・事業名      日本義肢協会 賠償責任保険事業 

・保険加入者    日本義肢協会会員事業所従事者 

・保険期間     1 年(H.30.4.1～H.31.3.31) 

・保険金額     ２億円(上限) 

・保険料      1 人 年間 約 1,7１0 円（暫定） 

・委託保険会社   三井住友海上火災保険株式会社 

 
 
３ 障害者の社会参加等促進のための各種大会等協力事業 

1) 全国障害者スポーツ大会における業務協力 

第 18 回全国障害者スポーツ大会「2018 福井しあわせ元気大会」における車椅子

等補装具の貸与及び修理等にかかる技術者の派遣協力を行う。 

・主 催  文部科学省、福井県、（公財)日本障がい者スポーツ協会、福井市ほか 

       ・時 期   平成 30 年 10 月 13 日（土）～10 月 15 日（月） 

       ・会 場   福井市、越前市、敦賀市、勝山市、坂井市、大野市ほか 

・技術者派遣  中部支部会員による車椅子等用具の貸与、技術者派遣等の協力 

 

2) 技能検定試験における業務協力 

   職業能力開発促進法に基づく技能検定試験の実施に当たり、中央職業能力開発協会  

の要請を受け、本年度も次の業務について協力を行う。 

・業 務    技能検定試験における義肢装具製作部門の試験委員派遣 

・義肢製作関係 3 名、 ・装具製作関係 3 名 

・期 間   平成 30 年４月～35 年 3 月(任期 5 年) 

 

 

４ 義肢装具関係団体が行う学術大会等に対する協力 
   公益社団法人日本義肢装具士協会 及び一般社団法人日本義肢装具学会が開催 

   する義肢装具に関する学術大会等に対する協力及び参加 

1)日本義肢装具士協会学術大会：平成 30 年 7 月 21 日(土)～22 日(日) 於：札幌市   

   2)日本義肢装具学会学術大会：平成 30 年 11 月 10 日(土)～11 日(日) 於：名古屋市 

 
５ 義肢装具士養成校卒業生に対する顕彰事業 
    義肢装具士養成校において、学業に専念し優秀な成績を修め、義肢装具士とし

て将来が嘱望され、医療の普及高揚に寄与することが期待される学生に対し、学



校長の推薦を経て、日本義肢協会賞を授与し顕彰を行う。  

   ・全国 9 校 各校各学科 1 名(※)  計 10 名 （※神戸医療福祉専門学校は 2学科制） 

 

６ 補装具費の支給基準の印刷・配付等 

    平成 30 年度の補装具費の支給基準の改正等に合わせ、会員に周知するため冊子

にして配付する。 

   

７ 国内情報収集、関係団体等との意見交換等  

   1)  義肢装具関連３団体協議会との意見交換会の開催 

     一般社団法人日本義肢協会、公益社団法人 日本義肢装具士協会、一般社団

法人 日本義肢装具学会の関連 3団体により、関連するテーマについて意見

交換等行い、連携した活動を行うことにより斯界の発展に努める。 

2) 国及び関係行政機関における補装具製作等に関する各種の情報・資料の収集

を行い、会員に対する周知等を行う。 

   3)  公益財団法人テクノエイド協会が主催する「福祉用具関連団体交流会」への

参加、本交流会開催の会員へのお知らせ、交流会における関連事項等について

会員への情報提供等を行う。 

 

８ 国際義肢装具協会世界大会（ＩＳＰＯ）神戸大会への協力 

  第 17 回国際義肢装具協会世界大会（ＩＳＰＯ）が平成 31 年 10 月 5 日～8 日神戸

コンベンションセンターで開催されることに伴い財政面での協力を行う。 

 

９ 付帯事業 
   協会が所有する不動産（義肢会館）の一部を、協会と関係の深い団体に事務所

等として貸与する等資産活用の事業を行う。 

   「事務室及び会議室の貸与」  ： 公益社団法人 日本義肢装具士協会   

： 一般社団法人 日本義肢装具学会 

                        ： 日本義肢装等製作事業者政治連盟 

 
10 その他                  

・会員名簿、賛助会員名簿の作成・配付 

 

以 上 


